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日本経済の停滞が議論されるようになって久

しい。失われた 30 年という言葉もある。本書

は，主として経済発展論やアジア経済論を専門

とする研究者が中心になって，日本経済の停滞

を分析したものである。本書の最大の価値は，

特に投資に焦点を合わせた，停滞からの再浮揚

に資する多様な提案である。全 13 章からなる

いずれの章も興味深いが，紙幅が限られている

ので，私のまったく個人的な関心を中心に紹介

したい。

執筆者の経歴を反映し，豊富な国際比較が本

書の価値を高めている。成熟社会の成長力が低

下するのはやむを得ないとして，米国やドイツ

のように 2〜3％成長ではなく，なぜ 1％成長な

のかという問いは当たり前のようにも聞こえる

が，少なからぬ識者が停滞を諦めて受け入れる

ことを勧めるような風潮のある日本では価値あ

るものだ。停滞の要因として，大胆な投資がな

されなかったこと，円高が先行する中で海外直

接投資が重視されたことを挙げている。

特に，1990 年から 2020 年までの，日本，ア

メリカ，ドイツの投資を比較したグラフは驚き

である。アメリカは 2.4 倍，ドイツは 1.3 倍に

なっているのに日本は 1割も減少している。こ

れでは成長できる訳がない。日本はひたすら投

資が不足していた。日本の経済学者やエコノミ

ストがこのことを指摘してこなかったのは失点

である。経済理論家は，投資よりも全要素生産

性を強調するが，投資がなければ新しい技術も

導入できず，生産性が伸びる訳がない。

日本の R&D 投資は，投資額を対 GDP 比で

見れば主要国と遜色ない水準にあるが，それが

企業収益や成長に結びついていない。90 年代

までの産業政策には竹内弘高教授などの広範な

分析があるが，それ以降の分析が乏しい中で，

近年の産業政策の分析は貴重である。多くのこ

とが表面的な議論しかなされていない中で，本

書は広範な問題に対して貴重な分析を提供して

いる。非正規労働者に焦点を当てた，格差改善

と持続的成長を目指す提言も新鮮である。

以上のように，興味深い分析と提言に満ちて

いるが，一つ疑問を述べさせていただく。本書

は，過去のキャッチアップ型から新製品・サー

ビスの創出によるフロントランナー型成長への

転換を訴えている。これは通説だと思うが，私

は素朴に，世界のフロントランナー製品・サー

ビスを真似れば良いのではないかと思う。ウー

バーが日本で導入されないのは，フロントラン

ナー戦略ができていないからではなく，日本の

規制がそれを許さないからに過ぎない。現在

も，キャッチアップの余地はまだ残っているの

ではないか。

（はらだ ゆたか）
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